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香川県土庄町における地域おこし協力隊員の 
ライフコースとキャリア
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Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　研究課題
現代日本では，人口減少，少子高齢化，過疎化

といった問題がみられており，それは特に地方圏
の農山漁村（以下，農村と表記する）において深
刻である．それゆえ，人口減少を食い止めるため
の地域活性化の方策や，地域社会を維持するため
の地域づくりは重要な政策的課題となっている．
中でも，大都市圏から地方圏への移住の促進はそ
の重要な方策として位置づけられてきた．近年で
は，2014年に国の政策として施行された地方創生
策において，大都市圏から地方圏への移住・定住
の促進が明記された．

地方圏への移住が政策的に推進される背景に
は，様々な問題を抱える地方圏の農村において，
移住者を外部人材として地域の活動に導入するこ
とが模索されていることが挙げられる．この取り
組みで最も代表的なものが，2009年から開始した

「地域おこし協力隊」制度である．地域おこし協
力隊は，都市地域から過疎地域等の条件不利地域
に住民票を異動し，地域ブランドや地場産品の開
発・販売・PR等の地域おこし支援や，農林水産
業への従事，住民支援などの「地域協力活動」を
行いながら，その地域への定住・定着を図る取り
組みである １）．各自治体の委嘱を受けた隊員は，

おおむね１年以上３年未満の任期で活動を行う．
その一方で，任期が終了した後もその地域に留ま
り続けている者も多い．例えば2021年３月末時点
で任期終了した隊員数は8,082人にのぼる．その
うち，およそ65％の隊員が同じ地域に定住してい
るとされる ２）．

既存研究では，外部人材の定住・定着に関する
議論が重ねられてきた（桒原・中島 2016）．例え
ば地域おこし協力隊の場合，まずは所得の確保が
重要となる（房安 2015）．その一方で，地域にお
ける仲介者の重要性（図司 2014）や地域住民と
の関係性（桒原・中島 2017），さらには隊員間で
の支援の連鎖（多々良 2022）などが定住・定着
に際して効果を発揮することが指摘された．この
ように，外部人材の定住・定着に関する既存研究
では，移住者をとりまく主体との関係性に特に焦
点が当てられてきた．

ところで，地域おこし協力隊に関しては，任期
終了後に新規就農や起業を予定する者の割合が高
いことが判明している．2020年に一般社団法人
移住・交流推進機構が行ったアンケートによれ
ば，地域おこし協力隊任期終了後の職業選択につ
いて，有効回答者数1,555人のうち829人（53,3％）
が地域への定住を予定しており，そのうち556人

（構成比67.1％）が新規就農や起業の意向をもっ
ていた（庄司・甲斐 2023）．各種補助金制度の存
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在がこれらの意向を促している可能性を考慮して
も，新規就農や起業が地域への定住・定着に際し
て典型的な職業選択となっている．これらのこと
から，外部人材は自身のスキルをもとに職業を選
択し，地域に定住・定着していく傾向が指摘でき
る．しかし，既存研究では，なぜ彼ら彼女らが自
身のスキルをもとに職業を選択していくのかにつ
いて，十分な検討がなされてこなかった．この問
題に取り組むためには，地域おこし協力隊制度が，
移住者個人のキャリア ３）においていかなる役割
を果たしているのかを検討することが必要となる
だろう．こうした検討から得られた知見は，地域
おこし協力隊事業の今後の展開を考えていく際に
有用性を発揮すると考えられる．

Ⅰ－２　研究目的と方法
以上の問題意識を踏まえて，本研究では，地域

おこし協力隊制度が移住者個人にとっていかなる
キャリアとして機能しているのかを明らかにする
ことを目的とする．地域おこし協力隊員の経験を
キャリアと関連づけるためには，移住者本人の人
生，すなわちライフコースの中にそれらの経験を
位置付けた分析が有効である．そこで本研究で
は，地域おこし協力隊員およびその経験者のライ
フコースを詳細なインタビュー調査によって把握
し，分析素材とする．

本研究で対象とするのは，香川県土庄町におけ
る地域おこし協力隊員およびその経験者である．
土庄町は瀬戸内海に浮かぶ地方圏の離島地域であ
り，人口減少に直面してきた．こうした状況を受
けて，町は2015年から地域おこし協力隊の受け入
れを開始し，2023年１月までに計14人の隊員が活
動してきた．これは香川県内で最多の受け入れ実
績であることから，土庄町は地域おこし協力隊制
度を先駆的に導入・活用してきた地域といえる．
本研究の遂行にあたっては，一定人数の分析対象
者が必要となることや，協力隊の任期後に地域に
定住した者の事例も必要となる．そのため，地域
おこし協力隊の継続的な受け入れを行ってきた土
庄町を対象にすることは妥当と考えられる．

本研究の調査は，2022年８月30日から９月２日
にかけて行われた．調査に際しては，事前に土庄
町役場の担当者に対象者の紹介を依頼し，６名の
協力が得られた．そして，彼ら彼女らに対して30
分〜１時間程度の半構造化インタビューを行っ
た．対象者のうち５名のインタビュー内容はIC
レコーダーで録音を行い，調査終了後に書き起こ
しを行った．残り１名のインタビュー内容は，録
音は行わず，調査者によってメモがとられた．

研究は以下の手順で進める．Ⅱでは研究対象地
域である香川県土庄町の概要および調査対象者の
基本属性を示す．Ⅲでは対象者となった地域おこ
し協力隊および経験者へのインタビューから，彼
ら彼女らのライフコースおよびキャリアの実態を
把握する．Ⅳではそれらを整理して，地域おこし
協力隊が個人のライフコースにおいていかなる
キャリアとして機能しているのかを議論し，結論
を述べる．

Ⅱ　研究対象地域および対象者の概要

Ⅱ−１　土庄町の概要
本研究の対象となる香川県小豆郡土庄町は，瀬

戸内海に浮かぶ小豆島の一部，および豊島（てし
ま）を構成する自治体で，県庁所在地の高松市か
ら約20kmの距離に位置する（第１図），高松港か
ら土庄港まではフェリーで約60分であり，１日15
往復の便がある．土庄町には小豆総合事務所など
官公庁の出先機関が立地しており，小豆郡の中心
的な自治体といえる．しかし，土庄町の人口は
1960年代から一貫して減少を続けている．1960年
には24,879人であった人口が，2020年には12,846
人まで落ち込んだ．また，2020年の総人口のうち
5,528人（全体の43％）が65歳以上の高齢者人口
であり，人口減少と高齢化が進行している．

Ⅱ−２　対象者の基本属性
本研究では，土庄町役場に地域おこし協力隊員

およびその経験者の紹介を依頼し，調査の承諾が
得られた者を研究対象とした．したがって，本研
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究の対象者は全国および土庄町における全ての地
域おこし協力隊員および経験者の動向を示したも
のではなく，統計的な選定を経たものでもない．
よって，本研究の調査結果は必ずしも一般的な傾
向を示しているとはいえないという前提に立ち，
分析・考察を行う．

本研究の対象となったのは，男性２名，女性４
名の計６名であり，うち現役の隊員が４名，経験

者が２名である（第１表）．年齢は全員が20代〜
40代であった．まず居住歴についてみると，兵庫県，
大阪府，広島県のように，香川県に近接する中国
地方や近畿地方の出身者もいれば，山形県，東京
都のように東北地方や関東地方などの出身者もい
る．しかし，ほとんどの対象者が出身地からの移
動を経験しており，土庄町への移住前は大都市に
居住する者が多かった点が特徴として挙げられる．

第１表　インフォーマントの基本属性

ID 性別 活動期間出身 活動内容前職

A 女 山形 2018-2021
アウトドアによる

地域振興

B 男 鳥取 2019-2022 移住促進に関する
活動

2020- 現在 林業振興に関する
活動

会社員
（アウトドア系）

会社員
（書店勤務）

C 男 兵庫 学生
（森林大学校）

2021- 現在 漁業振興に関する
活動D 女 東京 クリエイター

2021- 現在 移住・定住促進と
情報発信活動

E 女 大阪 会社員
（広告系）

2022- 現在 域学連携に関する
活動

F 女 広島 教員・研究員

注）�「活動期間」の「現在」は，2022年８月時点での状態を示す．
� （インタビュー調査により作成）

土庄町土庄町 小 豆 島小 豆 島

豊 島豊 島

土庄港土庄港
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第１図　研究対象地域
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前職をみると，会社員が３名，学生が１名，ク
リエイターが１名，教員・研究員が１名であった．
ここで注目すべきは，前職と協力隊の活動内容と
の関係である．例えばアウトドア系の会社に勤務
していたＡ氏の場合は「アウトドアによる地域振
興」，森林大学校の学生であったＣ氏の場合は「林
業振興に関する活動」のように，前職との関係の
深い活動を行う者が存在する．また，広告系の会
社員であったＥ氏は「情報発信活動」，教員・研
究員であったＦ氏は「域学連携に関する活動」な
ど，前職で身につけたスキルを活かせるような活
動を行う者もみられる．前職と関係の薄い活動を
行っていたのはＢ氏のみであり，対象者の多くが
地域おこし協力隊の活動と前職の内容が関連して
いると指摘できる．

Ⅲ　地域おこし協力隊員のライフコースとキャリア

本章では，対象者たちライフコースをみていく．
それによって，対象者たちが地域おこし協力隊を
いかなるキャリアとして位置付けているのかを検
討していく．

Ａ氏は山形県の出身である．小さい頃から家族
でキャンプをするなど，自然の中で遊ぶことに親
しむ家庭で育った．芸術系の大学を卒業後は，イ
ベント系の会社でデザインの仕事に従事した後，
東京都に店舗のあるアウトドア系の会社で勤務し
ていた．しかし，本社のある大阪府に異動となっ
たことで，仕事に対する疲労感を感じるように
なった．「終電で帰るのが当たり前」の生活となっ
たことで，会社を辞めることを考えるようになり，

「自分を冷静に見つめ直す期間」として移住を考
えた．Ａ氏は2016年に瀬戸内国際芸術祭を訪れた
ことが契機となり，小豆島を複数回訪れた経験か
ら，小豆島を移住先として選択した．移住先の選
択にあたっては，山形県出身ということもあり「島
に対する憧れ」があったと話す．移住後はシーズ
ンバイトを行って生計を立てていたが，次第に友
人・知人が増えてきたことから「このまま住むの
も悪くない」と思い始めたところで，地域おこし

協力隊の応募を見かけたという．Ａ氏は「今まで
やってきたアウトドアの仕事が生かせる」と思い，

「勢い」で応募した．地域おこし協力隊時代はフ
リーミッション型の観光振興活動に従事した．し
かし，当初思い描いていたような活動ができるよ
うになるまでは数年を要した．2020年頃からはア
ウトドアのイベントの企画や運営を実施したり，
デザインの仕事を請け負う仕事を始めた．地域お
こし協力隊の任期終了後はフリーランスとして独
立し，土庄町を中心に活動を行っている．移住後
の変化としては，体調を崩すことが少なくなった
ことを挙げた．また，以前は「また都会に戻ろう
かな」と思ったこともあるが，土庄町は「生活す
るには困らないものが揃っているぐらいの田舎」
のため，「別に都会に戻らなくてもいいかな」と
考えている．しかし，医療面と仕事面での不安が
あるため「一生ここに住むかっていうのは今のと
ころわかんない」という．「（フリーランスの）仕
事がなくなったら就職とかあんまり小豆島のなか
で考えてない」ため，仕事がなくなると再移住の
可能性もあるという．

Ｂ氏は転勤族の家庭に育ち，小さい頃から数年
おきに居住地を転々としていた．もともと本が好
きだったこともあり，大学卒業後は大阪府に本社
のある書店に就職したものの，初任地は東京都，
その後は愛知県の店舗に勤務となった．このよう
に，居住地を転々としてきた生活をＢ氏は「自分
自身もそういう暮らしはあんまりいいと思ってな
くて」「ちょっとそろそろ落ち着きたいなみたい
なのを思っていた」と話した．2015年に旅行で初
めて小豆島を訪れたことをきっかけに，そこで出
会った人々のつながりで知人が増えた．2017年頃
から「移住したいなあ」という気持ちが芽ばえ，
小豆島で活動するNPOの移住ツアーに参加し，
情報を収集した．Ｂ氏が地域おこし協力隊に応募
した直接のきっかけは，仕事と家がセットで見つ
かることであった．2019年からは地域おこし協力
隊として活動し，移住定住促進の活動に取り組ん
だ．島に移住し始めた段階から，ぼんやりと「本
屋さんやりたいな」と思っていたという．「なん
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にせよ（地域おこし協力隊は）３年間っていう任
期しかなかった」ため，任期中も終了後のことを
考えて古本販売のイベントを開催していた．Ｂ氏
は任期終了後に土庄町で書店を起業し，本の販売
やカフェの経営を行っている．Ｂ氏はこの先も土
庄町に定住する予定と考えている．

Ｃ氏は岡山県で生まれ，その後大阪府を経て，
兵庫県に居住していた．一時期滋賀県に居住した
こともあったが，人生の大半を兵庫県で過ごして
きた．Ｃ氏は小さい頃から自然に対する興味が
あったという．もとは介護の仕事をしていたが，
一念発起して林業大学校に入学し，移住前は林業
に関する勉強を深めていた．Ｃ氏が移住先として
小豆島を選んだ理由は，趣味の釣りができること
が大きい．小豆島は魚の種類が豊富で，良好な条
件が整っているという．また，地元の兵庫県に近
いことも要因であると話す．移住後は地域おこし
協力隊として林業振興の活動に携わるかたわら，
森林組合のアルバイトを掛け持ちしている．Ｃ氏
は任期終了後には土庄町内で独立の意向をもって
おり，夏場はキャンプ場の手伝いをし，冬は林業
の請け負いを行うことを考えている．

Ｄ氏は東京都で生まれ育った．「もともと海外
に行きたい思いがすごく強かった」が，「英語で
きる子なんて世の中いっぱい」いると感じたこと
から，自身の「できること」を活かそうと思い，
大学時代はミュージシャンを目指した．就職後は
ネットワークエンジニアやWebディレクターの
仕事を経験した後，個人事業主として活動を始め
た．Ｄ氏はオーストラリア，台湾，トルコへの居
住経験があり，特に台湾には通算６年居住した．
大学時代に中国語を履修していたこともあり「独
学で台湾で仕事ができるようになった」という．
Ｄ氏は「目標は違うけど台湾に住むことができて，
夢を一個実現できたみたいなのがあって，ひと段
落した」と感じていたという．2020年に親の退院
を機に一時帰国を果たすが，2021年に入り，台湾
でのCOVID-19の感染拡大や，親の再入院もあり，
日本での滞在を余儀なくされた．その頃，仕事で
たまたま小豆島を訪れ，情報を収集する中で，「東

京じゃなくてもどこでも仕事できるよなあ」とい
う気持ちが強まった．そうした中で，地域おこし
協力隊募集の記事を見つけた．「もともと自分が
得意だったことができる枠組みの募集だった」こ
ともあり，滑り込みで応募して採用に至った．Ｄ
氏はこの経験を「移住したいっていうよりは，自
分がやってきたこととご縁とタイミングが全部重
なった」と話す．地域おこし協力隊では，漁業振
興の活動を情報発信の面から行っている．今後に
ついては，仕事，医療，親の介護の観点から，「今
の段階で骨をうずめるかって言われると，なかな
か難しいかもしれない」と考えている．そのため

「自分のライフスタイルとかフェーズが変わって
いく時に，どうするかっていうのを決める」という．

Ｅ氏は大阪府で生まれ育ち，就職で東京都の広
告系企業に勤めた．「オリンピックまでは東京に
いた方がいい」との考えもあったが，COVID-19
の流行により家から一歩も出ない生活が続き，メ
ンタルが落ち込んだと話す．当初予定していた仕
事もなくなり，大阪万博の仕事に携わることも考
えたが，関係者から「おもんないで」と言われた
ことで，大阪府で仕事をする可能性も消えていっ
たという．そうした中で，友達と瀬戸内海を旅行
した経験から，大阪府と東京都以外に住んだこと
がないこともあり，瀬戸内地域に移住することを
考え始めた．小豆島で活動するNPOに情報を提
供してもらいながら移住の準備を進めていった．
その際に，自身のスキルを生かせる仕事として地
域おこし協力隊の存在を教えてもらい，応募に
至った．現在は移住・定住促進及び情報発信に関
する活動に携わっている．任期終了後については

「その後独立するかは目処が立っていない」と考
えている．

Ｆ氏は広島県で生まれ育ち，京都府の大学へと
進学した．そこで香川県出身の夫と出会い，京都
市で生活を続けていた．夫は庭師，Ｆ氏は大学の
非常勤講師や研究員の職に就いていたが，次第に
夫婦のキャリアについて悩むようになった．庭師
である夫のキャリアについて，Ｆ氏は「京都の庭
の世界ってのは，地の人が造園業をやっていて，
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大きい力をもっている．新参者として職人になっ
た人っていうのは，やっぱりいつまでもちょっと
腰掛けみたいなところ」と話している．一方で大
学教員を目指していたＦ氏のキャリアにも悩みが
あった．「庭師っていうのは一箇所にちゃんとい
て，10年ぐらい同じ家と付き合うみたいな．そう
しないといい木にならない，いい庭が作れないっ
ていう世界で．私は私で研究の条件を狙おうとす
ると，絶対住む場所は選べないんです．だからどっ
ちかが折れないと，二人で一緒にいるのは難しい
なあというふうに思って」，次第にＦ氏夫婦は夫
の地元である香川県への移住を考えるようになっ
た．そうした中で，夫の知人が小豆島に居住して
いたことが契機で小豆島を訪れるようになった．
たまたま土庄町の空き家バンクで良好な環境の物
件を見つけたことで，移住に至った．Ｆ氏は小豆
島のNPOのWebサイトで地域おこし協力隊の募
集記事を見つけたことが契機となり，応募した．
Ｆ氏は現在，域学連携の活動に取り組んでいる．
任期終了後は域学連携を専門とするNPOの立ち
上げを考えており，土庄町で活動する予定である
という．Ｆ氏は移住の経験を「精神的にはすごく
ゆとりが生まれた」と感じている．また，移住前
に夫婦のキャリアで悩んだ経験から，「自分がど
う生きていくかっていうのが定まった」と感じて
いる．

Ⅳ　結論

本研究では，香川県土庄町の地域おこし協力隊
員および経験者を対象として，地域おこし協力隊
の経験がいかなるキャリアとして機能しているの
かを明らかにしてきた．本章では，得られた知見
をもとに地域おこし協力隊員のライフコースと
キャリアの関係について議論し，結論を述べたい．

本研究の結果からは，対象者たちは数ある選択

肢の中から，自身のスキルを生かせる仕事（Ａ氏，
Ｃ氏，Ｄ氏，Ｅ氏，Ｆ氏）や自身の状況に合った
仕事（Ｂ氏）として，地域おこし協力隊を選択し
ていた．さらに，任期終了後も自身のスキルを生
かした事業を行っていたり（Ａ氏，Ｂ氏），その
予定があった（Ｃ氏，Ｆ氏）．しかし彼ら彼女らは，
必ずしも自身のスキルを生かした仕事に就こうと
思って土庄町へ移住したわけではない．彼ら彼女
らの移住の目的は，自身の生き方や価値観の追求
やライフスタイルを変化させることであり，地域
おこし協力隊への応募は，数ある仕事の中から選
び取っただけにすぎない．彼ら彼女にとって，地
域おこし協力隊とは「自身の生き方や価値観」を
追求できる，相対的に条件の良い仕事であったの
だと考えられる．その結果，対象者たちは自身の
スキルを生かした活動に邁進できている．すなわ
ち，土庄町における地域おこし協力隊制度は，自
身の生き方や価値観を追求する移住者の需要と
マッチしており，結果的に個人のスキルをもとに
したキャリア形成の場として機能していると結論
づけられる．

こうした結果が得られた理由として，まずは土
庄町の地域的条件が挙げられる．土庄町を含む小
豆島は観光地としての性格を有しており，移住先
としての魅力の高い条件が存在したことが結果に
影響を与えている可能性がある．また，土庄町の
地域おこし協力隊が「ミッション型」「フリーミッ
ション型」の募集を行っており，移住者のキャリ
アとのマッチングがしやすいことも考えられる．

最後に本研究の課題を述べる．本研究では香川
県土庄町の地域おこし協力隊およびその経験者の
中の６人という非常に限定的な事例を扱ったた
め，必ずしもこれらの結果を一般化することはで
きない．今後はより多様な地域の事例を扱うこと
で，ライフコースとキャリアの関係について考察
を深めていくことが必要である．

本研究の調査にあたり，インタビューにご協力いただきました香川県土庄町企画財政課の九冨崇様，地
域おこし協力隊員およびそのOBOGの皆様には大変お世話になりました．調査の際には，筑波大学地球学
類の玉木怜穏氏，坂本匠氏，根本駿氏，ハリントン角替穣恩氏にご協力いただきました．以上，末筆なが
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査結果」（令和２年３月27日）https://www.soumu.go.jp/main_content/000678224.pdf（最終閲覧日：
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